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景 気 動 向 調 査景 気 動 向 調 査

　「増加した」の回答が前回調査から減って20.2％になる
とともに、「減少した」の回答が増えて39.1%と４割に迫
る。ＤＩは前回のマイナス2.4からマイナス18.9と大幅に落
ち込んだ。全12業種のうち減少が増加を上回ったのは
「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「電機」「輸送」「ゴム」「繊維」
「その他」。その中でも「輸送」「ゴム」は50％、「繊維」は
80%に達した。増加回答が減少より多かったのは「プラ
スチック」「ソフトウェア」のみ。「サービス業」は増加と
減少が33％で同割合だった。
※DIは増加した企業から企業割合から減少した企業の割合を引いたもの。

売 上 額 DI 大幅な落ち込み

　「増加する」の回答が前回調査から減って19.4%となる
一方で「減少する」が増えて24.4%となった。結果、DIは
前回のプラス1.2からマイナス5.0とマイナスに転じる。
前々回調査のマイナス4.0よりもマイナス幅は大きい。
今回、増加回答が減少回答を上回っているのは「金属」
「輸送」「プラスチック」「繊維」「ソフトウェア」。中でも繊
維は60％が増加回答で改善の見通しが強い。減少回答の
方が多かったのは「鉄鋼・非鉄」「機械」「電機」「ゴム」「そ
の他」「卸売・小売業」「サービス業」で「ゴム」は増加回
答がゼロだった。

売上額の見通しについて
（３カ月位先） DI マイナスに転じる

減少横ばい増加

　「不変」の回答が７割を超える状況は変わらない。「好
転」と答えた企業が「悪化」と答えた企業よりも多かった
業種は「サービス業」のみ。「輸送」「ゴム」「繊維」「その他」
は好転回答がゼロだった。DIはマイナス13.1。ＤＩがマイ
ナスの状況は平成30年7月の調査から続いており、今回
はマイナス幅が広がった。業種別では「鉄鋼・非鉄」「金
属」「機械」「電機」「輸送」「ゴム」「繊維」「その他」「卸売・
小売業」で悪化が好転を上回る。「プラスチック」「ソフト
ウェア」は好転と悪化が同率だった。

採 算 状 況

資 金 繰 り

DI のマイナス幅広がる
　「上昇」回答が減って18.3%となり、「下降」が増えて
21.4％。そのためDIが前回調査の14.5から大幅に下がっ
てマイナスに転じ、マイナス3.1になった。平成30年4月
調査以来初のマイナス。ほとんどで「不変」が最も多く
59.0%。業種別では、上昇が下降より多かったのが「金
属」「輸送」「プラスチック」「繊維」「その他」。「ゴム」の上
昇はゼロだった。下降が上昇より多かったのは「鉄鋼・
非鉄」「機械」「電機」「ゴム」。

操  業  度
（ソフトウェア、卸売・小売業、サービス業は除く） DI マイナスに転じる

悪化不変好転 下降 未回答不変上昇未回答未回答

未回答 未回答

減少横ばい増加 未回答

　最も多かった回答は「横ばい」で88.0%。横ばい回答が最も多
い状況は変わらない。「上昇」との回答は増えて5.8%になり、「下
降」も増えて6.2％。結果、DIは前回のマイナス0.4から変わらな
かった。サービス業を除いて横ばい回答が最多で「繊維」「ソフト
ウェア」は100%。「鉄鋼・非鉄」「金属」「電機」「輸送」「その他」
「卸売・小売業」も90%を超えている。上昇が下降に比べると多
かったのが「プラスチック」「ゴム」「その他」「卸売・小売業」「サー
ビス業」で「サービス業」は50%が上昇と回答した。一方で下降が
多かったのは「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「電機」「輸送」だった。

横ばいが約９割
　「不変」とする回答が8割を占める状況は前回と変わらず。「好
転」は減って6.6%で平成30年４月調査以来減少を続ける。一方
で「悪化」は同調査以来増え続けており、今回は11.2%。結果、
DIはマイナス4.6とマイナス幅が広がった。全業種で「不変」が
最多で「ゴム」は100%、「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「電機」「輸
送」「プラスチック」「繊維」「ソフトウェア」「その他」「卸売・小売
業」で７割を超える。好転が悪化より多かったのは「プラスチック」
と「サービス業」のみ。悪化が好転より多かったのが「鉄鋼・非鉄」
「金属」「機械」「電機」「輸送」「その他」「卸売・小売業」だった。

販売価格
（受注単価）について ＤＩマイナス続く

下降横ばい上昇 悪化不変好転

7.5% 88.3% 0.8% 11.7% 79.6%
8.3%

18.1% 72.0%
9.1%

29.7% 59.1%
9.9%

12.6% 70.8% 15.4% 20.6% 62.0% 15.6%

13.1% 73.0% 13.5%

1.2%

0.4% 26.7% 59.7%
12.2%
1.4%

1.8%

37.4 5.3

-4.0

1.2

-5.0
-18.9

-5.9 -2.4

DI（好転－悪化） DI（上昇－下降）
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DI（増加－減少） DI（増加－減少）
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売上額、売上額見通しともDI 悪化
調査概要
調査対象：県内中小企業 300社
調査時点：平成 31年 1月集計
調査方法：アンケート調査方式（回収率 86％） 

概況
　売上額DIは前回調査（平成30年10月）のマイナス2.4からマイナス18.9に落ち
込んだ。マイナス幅が広がり収益の悪化がみられる。また3カ月先の売上額見通
しDIは前回のプラス1.2からマイナス5.0へとマイナスに転じた。操業度ＤＩもマ
イナス転換。資金繰りと採算状況のＤＩもマイナス幅を広げている。販売価格のＤＩ
はマイナス0.4でマイナスながら前回から維持した。

4.1 3.4

9.0
19.8

3.6 -0.4 0.4 -0.4-0.4 -4.6

-2.8 -0.4

5.0 14.5

-13.1 -3.1

3.4%

5.8% 88.0% 6.2%

8.7%
0.8%

20.2% 40.7% 39.1%

27.0% 43.6% 29.4%

26.4% 40.9% 32.3%

49.1% 39.2% 11.7%

0.4%

19.4% 56.2% 24.4%

20.6% 60.0% 19.4%

16.5% 62.6% 20.5% 0.4%

23.4% 58.1% 18.1% 0.4%
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　「増加した」の回答が前回調査から減って20.2％になる
とともに、「減少した」の回答が増えて39.1%と４割に迫
る。ＤＩは前回のマイナス2.4からマイナス18.9と大幅に落
ち込んだ。全12業種のうち減少が増加を上回ったのは
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80%に達した。増加回答が減少より多かったのは「プラ
スチック」「ソフトウェア」のみ。「サービス業」は増加と
減少が33％で同割合だった。
※DIは増加した企業から企業割合から減少した企業の割合を引いたもの。

売 上 額 DI 大幅な落ち込み

　「増加する」の回答が前回調査から減って19.4%となる
一方で「減少する」が増えて24.4%となった。結果、DIは
前回のプラス1.2からマイナス5.0とマイナスに転じる。
前々回調査のマイナス4.0よりもマイナス幅は大きい。
今回、増加回答が減少回答を上回っているのは「金属」
「輸送」「プラスチック」「繊維」「ソフトウェア」。中でも繊
維は60％が増加回答で改善の見通しが強い。減少回答の
方が多かったのは「鉄鋼・非鉄」「機械」「電機」「ゴム」「そ
の他」「卸売・小売業」「サービス業」で「ゴム」は増加回
答がゼロだった。

売上額の見通しについて
（３カ月位先） DI マイナスに転じる

減少横ばい増加

　「不変」の回答が７割を超える状況は変わらない。「好
転」と答えた企業が「悪化」と答えた企業よりも多かった
業種は「サービス業」のみ。「輸送」「ゴム」「繊維」「その他」
は好転回答がゼロだった。DIはマイナス13.1。ＤＩがマイ
ナスの状況は平成30年7月の調査から続いており、今回
はマイナス幅が広がった。業種別では「鉄鋼・非鉄」「金
属」「機械」「電機」「輸送」「ゴム」「繊維」「その他」「卸売・
小売業」で悪化が好転を上回る。「プラスチック」「ソフト
ウェア」は好転と悪化が同率だった。

採 算 状 況

資 金 繰 り

DI のマイナス幅広がる
　「上昇」回答が減って18.3%となり、「下降」が増えて
21.4％。そのためDIが前回調査の14.5から大幅に下がっ
てマイナスに転じ、マイナス3.1になった。平成30年4月
調査以来初のマイナス。ほとんどで「不変」が最も多く
59.0%。業種別では、上昇が下降より多かったのが「金
属」「輸送」「プラスチック」「繊維」「その他」。「ゴム」の上
昇はゼロだった。下降が上昇より多かったのは「鉄鋼・
非鉄」「機械」「電機」「ゴム」。

操  業  度
（ソフトウェア、卸売・小売業、サービス業は除く） DI マイナスに転じる

悪化不変好転 下降 未回答不変上昇未回答未回答

未回答 未回答

減少横ばい増加 未回答

　最も多かった回答は「横ばい」で88.0%。横ばい回答が最も多
い状況は変わらない。「上昇」との回答は増えて5.8%になり、「下
降」も増えて6.2％。結果、DIは前回のマイナス0.4から変わらな
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「卸売・小売業」も90%を超えている。上昇が下降に比べると多
かったのが「プラスチック」「ゴム」「その他」「卸売・小売業」「サー
ビス業」で「サービス業」は50%が上昇と回答した。一方で下降が
多かったのは「鉄鋼・非鉄」「金属」「機械」「電機」「輸送」だった。

横ばいが約９割
　「不変」とする回答が8割を占める状況は前回と変わらず。「好
転」は減って6.6%で平成30年４月調査以来減少を続ける。一方
で「悪化」は同調査以来増え続けており、今回は11.2%。結果、
DIはマイナス4.6とマイナス幅が広がった。全業種で「不変」が
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「金属」「機械」「電機」「輸送」「その他」「卸売・小売業」だった。
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6.6% 81.0%
11.2%

1.2%

0.8%

売上額、売上額見通しともDI 悪化
調査概要
調査対象：県内中小企業 300社
調査時点：平成 31年 1月集計
調査方法：アンケート調査方式（回収率 86％） 

概況
　売上額DIは前回調査（平成30年10月）のマイナス2.4からマイナス18.9に落ち
込んだ。マイナス幅が広がり収益の悪化がみられる。また3カ月先の売上額見通
しDIは前回のプラス1.2からマイナス5.0へとマイナスに転じた。操業度ＤＩもマ
イナス転換。資金繰りと採算状況のＤＩもマイナス幅を広げている。販売価格のＤＩ
はマイナス0.4でマイナスながら前回から維持した。

4.1 3.4

9.0
19.8

3.6 -0.4 0.4 -0.4-0.4 -4.6

-2.8 -0.4

5.0 14.5

-13.1 -3.1

3.4%

5.8% 88.0% 6.2%

8.7%
0.8%

20.2% 40.7% 39.1%

27.0% 43.6% 29.4%

26.4% 40.9% 32.3%

49.1% 39.2% 11.7%

0.4%

19.4% 56.2% 24.4%

20.6% 60.0% 19.4%

16.5% 62.6% 20.5% 0.4%

23.4% 58.1% 18.1% 0.4%
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企業概要

　社内体制強化の一環として取り組んだのが（公
財）福岡県中小企業振興センターの専門家派遣事
業だ。きっかけは福岡県中小企業技術・経営力評
価制度の評価を受けたことである。そこで指摘さ
れた課題解決のため利用を決めた。
　目的は製品別の原価および貢献利益の把握によ
る売上・利益計画の精度向上。生産方法や時間の
使い方を見直して緻密な原価管理の浸透を目指し
て指導を受けた。
　以前より緻密な原価管理を実現して定着させる
には社員一人ひとりが基礎から理解しなければな
らないと考えていたが、今回の指導により、数字
で管理する文化が風土のように根付きつつあり、
社員にもその意識が芽生えてきた。さらに、社内
体制強化の一環として生産性向上にも取り組んで
おり、個人面談の充実や社員のがんばりを適切に

評価するなど、モ
チベーションアッ
プの取り組みを実
施している。個人
の生産性を向上さ
せることにより、
結果として働き方
改革につながると
門谷社長は考えて
いる。
　当社は、展示会への参加でもセンターからの支
援を活用している。例えば、2018年６月には第
44回ふくおか産業振興展に出展してアクセサ
リー向けの表面加工や指紋対策加工をPRした。
同年１月には九州新技術新工法展示商談会 in マ
ツダに参加して技術提案をしており、自動車分野
への参入は長期的に取り組んでいく考えだ。

支援事業の活用事例

企 業 名
代 表 者
所 在 地
T E L

F A X
U R L
M a i l
従業員数
事業内容

東洋ステンレス研磨工業株式会社
門谷　豊
太宰府市水城６の３１の１
092－928－3733

092－928－5430
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｙｏ－ｋｅｎｍａ．ｃｏ．ｊｐ
ｉｎｆｏ＠ｔｏｙｏ－ｋｅｎｍａ．ｃｏ．ｊｐ
38人
金属研磨

　東洋ステンレス研磨工業は研磨加工やコーティング技術で金属などの素材に意匠や機能を付加してい
る企業。「金属化粧師」を掲げ、ステンレスに限らずチタンやアルミ、銅の加工も手がける。さまざま
な職人の技と機械加工の幅広さが特徴で技術開発に強い。現在では社内体制を見直し、研究開発だけで
はない同社の強みにしようとの体制強化を進めている。

お客様の高度な要望にこたえるバフ研磨ライン

自動車分野を目指した展示会

ショールームでは、さまざまな光に対する見え方を試せる

企業訪問 No.8

東洋ステンレス
研磨工業㈱

　当社は、技術力・生産
力の向上のみならず、そ
の基盤を活用した「創造
力」でお客様の満足を追
求しています。これま
で、十分な活用ができて
いなかったフォトリソグ
ラフ装置を使った加工も

検討中。また、最近開設したショールームを生か
し、会員制交流サイト（SNS）を介した製品Ｐ
Ｒにも取り組んでおり、アーティストやクリエー
ターに作品を見せる場として利用してもらうこと
も想定しています。「製造業」という枠組みにと
らわれることなくチャレンジを続け、今後も世の
中に様々な提案を行っていきたいと思います。

メッセージ

門谷 豊　社長

企画調整課　TEL：092-622-5432お問い合わせ

登録専門家は
約170名！

様々な分野の専門家があなたの会社をサポートします！
専門家派遣専門家派遣

専門家派遣ご利用のメリット

技術系
・

ものづくり
企業

　✔ 製品の売り方(アピール方法)、営業ツールなどをお客さま視点からアドバイスします。
　✔ 新製品の企画にあたって、顧客ニーズ、販売ルートなどマーケティングの考えを盛

り込むことができます。
　✔ 5Sや見える化など現場改善活動を推進し、生産性向上（残業低減、納

期短縮など）をお手伝いします。
　✔ 全員参加の改善活動を通じて従業員の意識・意欲の向上を目指します。

食品加工
・
飲食店

【対　象】

【費用・
　派遣回数】

【注　意】

　✔ HACCP審査員や大手食品製造業出身者などの専門家が貴社を訪問して支援します
　　　※改正食品衛生法（H30.6.13公布）により原則としてすべての食品等事業者に

HACCPに沿った衛生管理が制度化されます
　✔ 貴社の人材や設備にマッチした衛生管理の体制を提案します
　✔ １テーマあたり５回までの派遣、１回あたり11,000円が企業様のご負担金です
　✔ 全員参加の活動となるため従業員の意識・意欲の向上が期待できます

　　福岡県に主たる事業所があり、また中小企業基本法第２条に規定する中小企業者であ
り、創業や経営革新を目指すことにより経営の向上を図ろうとする企業

　　●１回の派遣に付き11,000円（派遣費用の３分の２は補助します）
　　●１企業1案件に付き原則５回まで（１回の支援時間は３時間以上）
　　※チャレンジ企業の対象企業（経営革新計画承認企業などです。
　　　詳しくはお問い合わせください）は初回費用は無料です　
　　●課題解決等の主体は企業であり、専門家は補助・助言を行うものです
　　●派遣にあたり課題のヒアリング、専門家とのマッチング、審査会を行います

（公財）福岡県中小企業
　　　　　　振興センターの

神社仏閣でも使われている「金属化粧師」としてのわざ
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企業概要

　社内体制強化の一環として取り組んだのが（公
財）福岡県中小企業振興センターの専門家派遣事
業だ。きっかけは福岡県中小企業技術・経営力評
価制度の評価を受けたことである。そこで指摘さ
れた課題解決のため利用を決めた。
　目的は製品別の原価および貢献利益の把握によ
る売上・利益計画の精度向上。生産方法や時間の
使い方を見直して緻密な原価管理の浸透を目指し
て指導を受けた。
　以前より緻密な原価管理を実現して定着させる
には社員一人ひとりが基礎から理解しなければな
らないと考えていたが、今回の指導により、数字
で管理する文化が風土のように根付きつつあり、
社員にもその意識が芽生えてきた。さらに、社内
体制強化の一環として生産性向上にも取り組んで
おり、個人面談の充実や社員のがんばりを適切に

評価するなど、モ
チベーションアッ
プの取り組みを実
施している。個人
の生産性を向上さ
せることにより、
結果として働き方
改革につながると
門谷社長は考えて
いる。
　当社は、展示会への参加でもセンターからの支
援を活用している。例えば、2018年６月には第
44回ふくおか産業振興展に出展してアクセサ
リー向けの表面加工や指紋対策加工をPRした。
同年１月には九州新技術新工法展示商談会 in マ
ツダに参加して技術提案をしており、自動車分野
への参入は長期的に取り組んでいく考えだ。

支援事業の活用事例

企 業 名
代 表 者
所 在 地
T E L

F A X
U R L
M a i l
従業員数
事業内容

東洋ステンレス研磨工業株式会社
門谷　豊
太宰府市水城６の３１の１
092－928－3733

092－928－5430
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｙｏ－ｋｅｎｍａ．ｃｏ．ｊｐ
ｉｎｆｏ＠ｔｏｙｏ－ｋｅｎｍａ．ｃｏ．ｊｐ
38人
金属研磨

　東洋ステンレス研磨工業は研磨加工やコーティング技術で金属などの素材に意匠や機能を付加してい
る企業。「金属化粧師」を掲げ、ステンレスに限らずチタンやアルミ、銅の加工も手がける。さまざま
な職人の技と機械加工の幅広さが特徴で技術開発に強い。現在では社内体制を見直し、研究開発だけで
はない同社の強みにしようとの体制強化を進めている。

お客様の高度な要望にこたえるバフ研磨ライン

自動車分野を目指した展示会

ショールームでは、さまざまな光に対する見え方を試せる

企業訪問 No.8

東洋ステンレス
研磨工業㈱

　当社は、技術力・生産
力の向上のみならず、そ
の基盤を活用した「創造
力」でお客様の満足を追
求しています。これま
で、十分な活用ができて
いなかったフォトリソグ
ラフ装置を使った加工も

検討中。また、最近開設したショールームを生か
し、会員制交流サイト（SNS）を介した製品Ｐ
Ｒにも取り組んでおり、アーティストやクリエー
ターに作品を見せる場として利用してもらうこと
も想定しています。「製造業」という枠組みにと
らわれることなくチャレンジを続け、今後も世の
中に様々な提案を行っていきたいと思います。

メッセージ

門谷 豊　社長

企画調整課　TEL：092-622-5432お問い合わせ

登録専門家は
約170名！

様々な分野の専門家があなたの会社をサポートします！
専門家派遣専門家派遣

専門家派遣ご利用のメリット

技術系
・

ものづくり
企業

　✔ 製品の売り方(アピール方法)、営業ツールなどをお客さま視点からアドバイスします。
　✔ 新製品の企画にあたって、顧客ニーズ、販売ルートなどマーケティングの考えを盛

り込むことができます。
　✔ 5Sや見える化など現場改善活動を推進し、生産性向上（残業低減、納

期短縮など）をお手伝いします。
　✔ 全員参加の改善活動を通じて従業員の意識・意欲の向上を目指します。

食品加工
・
飲食店

【対　象】

【費用・
　派遣回数】

【注　意】

　✔ HACCP審査員や大手食品製造業出身者などの専門家が貴社を訪問して支援します
　　　※改正食品衛生法（H30.6.13公布）により原則としてすべての食品等事業者に

HACCPに沿った衛生管理が制度化されます
　✔ 貴社の人材や設備にマッチした衛生管理の体制を提案します
　✔ １テーマあたり５回までの派遣、１回あたり11,000円が企業様のご負担金です
　✔ 全員参加の活動となるため従業員の意識・意欲の向上が期待できます

　　福岡県に主たる事業所があり、また中小企業基本法第２条に規定する中小企業者であ
り、創業や経営革新を目指すことにより経営の向上を図ろうとする企業

　　●１回の派遣に付き11,000円（派遣費用の３分の２は補助します）
　　●１企業1案件に付き原則５回まで（１回の支援時間は３時間以上）
　　※チャレンジ企業の対象企業（経営革新計画承認企業などです。
　　　詳しくはお問い合わせください）は初回費用は無料です　
　　●課題解決等の主体は企業であり、専門家は補助・助言を行うものです
　　●派遣にあたり課題のヒアリング、専門家とのマッチング、審査会を行います

（公財）福岡県中小企業
　　　　　　振興センターの

神社仏閣でも使われている「金属化粧師」としてのわざ
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下 請 法 ク イ ズ下 請 法 ク イ ズ

【下請法の相談はこちらに】
公正取引委員会事務総局 九州事務所 下請課（電話 ０９２－４３１－６０３２　https://www.jftc.go.jp）

問  題

次のＢ社の委託内容は、下請法上の下請取引に該当するでしょうか。
　Ｂ社はホテル業を営んでおり、自社所有のホテルのベッドメイキングをリネンサプライ会社に委託して
いるところ、当該代金の支払を毎月末日締め、翌月末日払いとしている。

回 答 ・ 解 説
下請法の適用を受けない（第２条第４項：役務提供委託）。
　下請法の適用を受ける取引は、「製造委託」、「修理委託」、「情報成果物作成委託」、「役務提供委託」
の４つがあります。このうち、役務提供委託とは、「事業者が業として行う提供の目的たる役務の提供
の全部又は一部を他の事業者に委託すること」、つまり、親事業者が請け負った業務を更に別の事業
者に委託すること（再委託）をいいます。このケースは、役務提供委託に当たると思われがちですが、
この場合、ベットメイキングはＢ社が自ら提供する宿泊サービスに用いる役務に該当し、再委託された
ものでなく下請法上の役務提供委託には該当しません。そのため、下請法の適用を受けず、下請法上
の問題とはなりません。このほか、「工作機械メーカーが、自社工場の清掃作業の一部を清掃業者に
委託すること」や、「プロダクションが、自社で主催するコンサートの歌唱を個人事業主である歌手に委
託すること」も、同様の理由から、下請取引には該当いたしません。

企業概要

　浮岳茶寮は女将の小
林美智代氏が実家の料
亭からレシピや食器、
調度品などを受け継い
で開いたのが始まり。
店では季節に合わせた
海の幸や山の幸をふん
だんに使った懐石料理
をふるまう。築７０年の
古民家を生かした落ち
着いた空間も魅力で女
性を中心に口コミでリ

ピーターを増やしてきた。
　「お客さまが求めているモノを形にできたら」と
のポリシーを持つ小林氏。持ち帰り用の商品の販

売も来店客による
リクエストがきっ
かけだった。糸島
の素材を生かした
「肉みそ」のほか、
実家の料亭から引
き継いだ「いわし
の糠炊き」、「牛タ
ンシチュー」など
の逸品が自宅でも

味わえるようになった。
　商品は（公財）福岡県中小企業振興センターが
運営するＥＣ（電子商取引）サイト「よかもん市場」
にも出品している。「自分たちだけではできないメ
ンテナンスや注文管理などの負担をサポートして
くれる」ことをメリットに挙げる小林氏。情報発
信サイト「ＭＯＴＴＯ　ＦＵＫＵＯＫＡ」で取り上
げるといった後押しも大きな力になり、特にテレ
ビ番組で「牛タンシチュー」が紹介された後には、
県内各地からよかもん市場への注文が殺到し、多
くの方にこの味を伝えることができた。
　近年、観光地や移住先としても注目を浴びる糸
島市。今後も福岡市からのアクセスの良さや海や
山に恵まれたロケーションを生かし、非日常の時
間や空間を演出していく。

企業の歩み 企 業 名
代 表 者
所 在 地
TEL・FAX

U R L
M a i l
従業員数
事業内容

浮岳茶寮
小林 美智代
糸島市二丈吉井１６９５
０９２－３２６－６８６６

ｈｔｔｐ://ｕｋｉｄａｋｅ．ｊｐ/
ｉｎｆｏ＠ｕｋｉｄａｋｅ．ｊｐ
３人
懐石料理店の運営、加工食品の販売

　糸島市の山あいの集落にたたずむ「浮岳茶寮（うきだけさりょう）」。古民家を改装した落ち着いた雰
囲気を生かし、地元の旬の食材を取り入れた懐石料理で訪れる人をもてなす。来店客の要望を受けて販
売を始めた持ち帰り用の商品も自慢だ。昨年末には「牛タンシチュー」がテレビ番組で紹介され、問い
合わせが増えるといった反響を呼んでいる。海と山に恵まれ自然豊かな糸島の魅力を、食を通じて発信
し続けている。

（左）肉みそ（右）いわしの糠炊き

季節の彩りを意識した懐石料理

顧客の要望から生まれた牛タンシチュー

店内には建物に合わせた調度品が並ぶ 外の景色を楽しみながら料理を堪能できる

　糸島が観光
地として注目
されるように
なり、最近は
食事した後も
ゆっくりと過
ごしたいとの

声を頂くことも多い。私自身、
店を構えるようになって初めて
気づく魅力がたくさんあった。浮岳茶寮と一緒に
営んできたカフェは、宿泊可能なオルベージュへ
のリニューアルを予定している。いらっしゃった

お客さまが川のせせらぎや鳥のさえずりなど、思
い思いの魅力を感じる手助けにつなげられたらと
思う。

メッセージ

小林 美智代 氏

浮 岳 茶 寮
落ち着いた店構えで来訪客を出迎える

企業訪問 No.9
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下 請 法 ク イ ズ下 請 法 ク イ ズ

【下請法の相談はこちらに】
公正取引委員会事務総局 九州事務所 下請課（電話 ０９２－４３１－６０３２　https://www.jftc.go.jp）

問  題
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いるところ、当該代金の支払を毎月末日締め、翌月末日払いとしている。
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ものでなく下請法上の役務提供委託には該当しません。そのため、下請法の適用を受けず、下請法上
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情報取引推進課総  務  課

お問い合わせ 情報取引推進課　TEL：092-622-6680お問い合わせ 自動車産業支援課　TEL：092-622-0040

　九州の地元企業が有する新技術・新工法を展示し、本田技研工業㈱鈴鹿製作所の調達・開発担当者等
と直接折衝することで、部品等の開発段階からの参入を目指す提案型の商談会として、平成３１年１月
２９日（火）に本田技研工業㈱鈴鹿製作所の研修センター（三
重県鈴鹿市平田町１９０７）において、「九州新技術・新工法
展示商談会」を開催しました。
　会場では、優れた技術力等を有し、本田技研工業㈱鈴鹿
製作所及び関連企業から受注拡大を図ろうとする九州地域
４８社の企業が、「部品」、「素材／材料」、「設備／装置」、「金
型／治工具」、「システム／ソフトウェア」、「その他」の６
テーマに分かれ５７種の提案が行われました。
　各ブースでは本田技研工業㈱及び関連企業からの来場者
へ熱心な説明や商談が行われました。

（写真左から）福岡県中小企業振興センター 桑野理事長、本田技研工業
㈱鈴鹿製作所 軸屋所長、福岡県 小川知事、同社鈴鹿購買業務部 齊藤部
長、同社鈴鹿購買業務部コスト課 小林課長

開 催 日：平成３１年１月２９日（火） 
会　　場：本田技研工業㈱鈴鹿製作所　研修センター
　　　　　（三重県鈴鹿市平田町１９０７）
主　　催：九州自動車・二輪車産業振興会議（九州各県）
実施機関 : 九州各県中小企業支援機関

展示商談会の様子

本田技研工業株式会社鈴鹿製作所で展示商談会を開催

「九州新技術・新工法展示商談会」

　平成31年２月26日（火）、福岡県中小企業振興センタービルにて
バンケットフェアを開催いたしました。バンケットフェアは振興セ
ンタービルのホール・会議室をより多くの方に体感、利用いただく
ことを目的に開催しており、今年度も第１部には約100名、第２部
には約130名と多くの方にご参加いただきました。
　第１部では多くのメディアにも取り上げられている一般社団法人
日本ほめる達人協会理事長の西村貴好氏に「ほめ達が人と組織を活
性化～あなたのまわりにはダイヤの原石がいっぱい～」をテーマ

に、「叱る」より「ほめる」ことの効果を事例を交えながら、わかりやすくご講演いただきました。
　第２部では大ホールにて立食形式のビジネス交流会を開催いたしました。交流会ではＡＮＡクラウンプ
ラザホテル、すし幸の料理をご堪能いただきました。また会場内には、毎年、当センタービルで大規模な
パン教室を開催いただいてい
る株式会社ジャパンホーム
ベーキングスクールの先生方
による手作りパンの実演を行
い、当センタービルの利用方
法の一つとして紹介し、焼き
立てパンをご賞味いただきま
した。

バンケットフェア開催報告

お問い合わせ 総務課　TEL：092-622-6230

　平成31年2月7日（木）、ホテルマリターレ創世 久留米で、「久留米ものづ
くり発信シンポジウム」が開催されました。本シンポジウムは久留米の光る
知恵と技を持つ企業の事例を集めた「久留米　輝くものづくり企業事例集」
の発刊を記念して、「ものづくりの集積地・久留米」の発信、企業間の相互交
流の促進等を目的に実施しました。定員100名のところ事前参加申し込みは
160名を超え、当日は多くの報道機関も集まるなど盛大な催しとなりました。
　シンポジウムでは、大久保 勉 久留米市長による主催者挨拶をはじめ、塩
田 康一 九州経済産業局長による特別講演、（一社）日本ほめる達人協会の
西村 貴好 理事長による基調講演、企業による事例紹介、名刺交換会・交流
会が行われました。基調講演では、「中小企業の経営力向上に向けて」をテー

マに講演いただき、「ほめることの大切さを痛感した」、「実践したい」といったお声や「もっと聞きたい」といったご要望
もいただきました。事例紹介では、事例集掲載の地元企業61社の中から、ロボットケーブル業界シェアNo.1の大電
㈱、風力発電や風洞試験を行う風の総合商社の㈱日本風洞製作所、自社工房の額縁専門店の㈲ないとうが優れた強
みや特徴を持つに至った取組み事例を発表しました。参加者からは「今後もこのようなシンポジウムを開催して、産学
連携を進めてほしい」、「事例集の企業と連携したい」との声をいただき、久留米の魅力を発信できたシンポジウムと
なりました。

久留米ものづくり発信シンポジウム

主催者挨拶

商談会場（久留米広域商談会）

商談会場（福岡市受注促進商談会）

大電㈱ FAロボット電線事業部
事業企画部 墨 寛加 氏

㈱日本風洞製作所
ローン・ジョシュア 代表取締役社長

㈲ないとう
内藤 潤 専務取締役 パネルを使って自社の取組みを説明する地元企業

　久留米広域商談会は「久留米ものづくり発信シンポジウム」と同じ平
成31年2月7日（木）、ホテルマリターレ創世 久留米で開催されました。
本商談会は福岡県、佐賀県及び長崎県を拠点とする地方銀行の協力の下、
久留米広域連携中枢都市圏（久留米市、大川市、小郡市、うきは市、大
刀洗町、大木町）をはじめ、佐賀県、長崎県の機械金属製造業の受注拡
大と新規取引先の開拓を推進する目的としています。
　商談会では、予定を上回る発注企業からの応募があったほか、当日飛
び入りで参加した発注企業と面談が行われるなど、活発な商談が行われ
ました。参加者からは「初めて会う発注企業が多くてよかった」、「新規
取引先ができそうです」との声をいただきました。

発注企業　32社　　　受注企業　76社　　　総面談数　195面談

平成30年度久留米広域商談会

　今年度３回目となる本商談会は、情報サービス業のみに焦点を当て、福岡
市近郊の中小情報サービス業の受注拡大や新規取引先の開拓を支援すること
を目的とし、平成31年２月13日（水）、（公財）福岡県中小企業振興センター
ビル（福岡市）で開催されました。
　発注企業のうち今年度初めて参加する企業が９社ということもあり、参加
企業数は少ないながらも積極的に動かれる企業が多い商談会となりました。
名刺交換のみ参加する企業からは「短い時間ではあったけれども、参加でき
てよかった」、発注企業からは「他県では情報系の商談会がなく、とても有
意義な商談が出来た」との声をいただきました。

発注企業　12社　　　受注企業　20社　　　総面談数　69面談

平成30年度福岡市受注促進商談会（第 3回）
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情報取引推進課総  務  課
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　久留米広域商談会は「久留米ものづくり発信シンポジウム」と同じ平
成31年2月7日（木）、ホテルマリターレ創世 久留米で開催されました。
本商談会は福岡県、佐賀県及び長崎県を拠点とする地方銀行の協力の下、
久留米広域連携中枢都市圏（久留米市、大川市、小郡市、うきは市、大
刀洗町、大木町）をはじめ、佐賀県、長崎県の機械金属製造業の受注拡
大と新規取引先の開拓を推進する目的としています。
　商談会では、予定を上回る発注企業からの応募があったほか、当日飛
び入りで参加した発注企業と面談が行われるなど、活発な商談が行われ
ました。参加者からは「初めて会う発注企業が多くてよかった」、「新規
取引先ができそうです」との声をいただきました。

発注企業　32社　　　受注企業　76社　　　総面談数　195面談

平成30年度久留米広域商談会

　今年度３回目となる本商談会は、情報サービス業のみに焦点を当て、福岡
市近郊の中小情報サービス業の受注拡大や新規取引先の開拓を支援すること
を目的とし、平成31年２月13日（水）、（公財）福岡県中小企業振興センター
ビル（福岡市）で開催されました。
　発注企業のうち今年度初めて参加する企業が９社ということもあり、参加
企業数は少ないながらも積極的に動かれる企業が多い商談会となりました。
名刺交換のみ参加する企業からは「短い時間ではあったけれども、参加でき
てよかった」、発注企業からは「他県では情報系の商談会がなく、とても有
意義な商談が出来た」との声をいただきました。

発注企業　12社　　　受注企業　20社　　　総面談数　69面談

平成30年度福岡市受注促進商談会（第 3回）
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知的財産支援センター

お問い合わせ 知的財産支援センター　TEL：092-622-0035

窓口支援事例　【福岡県 知財総合支援窓口】　No.11 知財総合支援窓口を活用いただいたポイント

企業情報　楽 子
所 在 地

代 表 者

ホームページURL

設 立 年

従 業 員 数

福岡県北九州市小倉南区守恒本町２－１８－３

大森  彩

h t t p : / / r a k u k o 3 . c o m /

2010 年

1人

電 話 番 号

業 　 種

資 本 金

0 9 3 －9 8 2 －4 1 6 4

製造業

―

企 業 概 要

　当社は、北九州の伝統布である小倉織の丈夫さと美しさを活かしたスリン
グ（抱っこひも）を製造・販売しています。（こくらを逆さまに読むと社名の
「らくこ」になります）
　楽子は創業者独自の子育ての経験をもとに誕生したコンパクトで機能的な
スリングの製造・販売から始まりましたが、現在では「抱っこが楽になると
抱っこは楽しくなる」をテーマにしたもの作りの中に「日常の中の上質」「伝
統」を取り入れることを提案しています。

自 社 の 強 み

　子育ての不便な生活の中から生まれたからこその便利さ、説得力のあ
る製品作りをしています。形に特徴があるのはもちろんのこと、長く愛
用していただけるよう、素材や製造に徹底してこだわっています。
　このことから、当社の製品には使った方の「思い出」が積み重ねられ
て、生活の中での「なくてはならない一品」へとランクアップします。

一 押 し 商 品

　カーディガン「ｍamoru」　守七変化（商標登録5748603号）

　常識を覆す新たなデザインのカーディガンで、始めは当
社のスリングを着用した時にさらに便利に使えるようにと
開発した授乳ケープを、老若男女問わずあらゆるシーンで
活躍できるカーディガンに進化させたものです。
　シンプルな形だからこそ「着心地感」「便利さ」が追求で
き、冷え対策という機能的な点からも「ついつい手に取っ
てしまう、普段の上質」を提案します。（特許5949865号）

窓 口 活 用 の き っ か け

　初めて知財総合支援窓口を利用されたのは、実用新案権（スリング）の登録料の納付手続に関するご相
談でした。そして今回は、新しい授乳用ケープを考えたのでぜひ権利化したいが、特許あるいは意匠
どちらの権利として取得するのが適当であるか、などの相談に来られました。

最 初 の 相 談 概 要

　相談者の考えた授乳用ケープは多機能であり、活用範囲がとても広く特許として権利化する方向で
検討することになりました。特許出願書類は相談者ご自身の考えを基に専門家の助言を受けて作成さ
れました。特許出願後は商品の多機能性をアピールする名前をイメージし、商品名（守七変化）の検討・
商標出願もされました。

そ の 後 の 相 談 概 要

　特許出願後は、小規模企業の軽減申請をされ、審査請求・早期審査に関する支援を行いました。ま
た商品の活用範囲を考えＰＣＴ出願の支援も行いました。審査の結果に対しては、配置専門家（弁理士）
のアドバイスを受け、手続補正書・意見書などに対応しましたが、拒絶査定となりました。しかし
“絶対権利取得したい”という想いがあり、審判請求の手続支援を行いました。結果、登録査定を受
けることができました。

窓口を活用して変わったところ

　特許出願も商標出願も様々なバージョンを考え、将来、有効活用できるように権利化をすることが
できたと思います。前回のスリングの実用新案権や登録商標の活用について十分に検討されたことが、
今回の特許出願・ＰＣＴ出願の取組みへ繋がったのだと思います。

これから窓口を活用する企業へのメッセージ

　特許申請から登録査定まで、約２年かかりました。当窓口の手厚い支援をいただけなかったら、こ
こまでたどり着けなかったと痛感するとともに、心から感謝しております。
　事業の発展のために知的財産権にチャレンジするだけではなく、自社の事業を守って継続していく
ためにも知的財産権は必要だと思います。専門家のアドバイスは必須です。まずは相談の第一歩から
をお勧めします。

　特許出願から長期間のご支援となりましたが、特許査定となったときは自分自身
のことのようにうれしく思いました。最後まであきらめない姿勢には頭が下がります。
　今後もＰＣＴ出願の国内移行や商品の製造・販売方法等、少しでもお役に立つ
ご支援ができればと思います。

窓口担当者から一言　（氏名：花田 好子）
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知的財産支援センター

お問い合わせ 知的財産支援センター　TEL：092-622-0035

窓口支援事例　【福岡県 知財総合支援窓口】　No.11 知財総合支援窓口を活用いただいたポイント
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企 業 概 要

　当社は、北九州の伝統布である小倉織の丈夫さと美しさを活かしたスリン
グ（抱っこひも）を製造・販売しています。（こくらを逆さまに読むと社名の
「らくこ」になります）
　楽子は創業者独自の子育ての経験をもとに誕生したコンパクトで機能的な
スリングの製造・販売から始まりましたが、現在では「抱っこが楽になると
抱っこは楽しくなる」をテーマにしたもの作りの中に「日常の中の上質」「伝
統」を取り入れることを提案しています。

自 社 の 強 み

　子育ての不便な生活の中から生まれたからこその便利さ、説得力のあ
る製品作りをしています。形に特徴があるのはもちろんのこと、長く愛
用していただけるよう、素材や製造に徹底してこだわっています。
　このことから、当社の製品には使った方の「思い出」が積み重ねられ
て、生活の中での「なくてはならない一品」へとランクアップします。

一 押 し 商 品

　カーディガン「ｍamoru」　守七変化（商標登録5748603号）

　常識を覆す新たなデザインのカーディガンで、始めは当
社のスリングを着用した時にさらに便利に使えるようにと
開発した授乳ケープを、老若男女問わずあらゆるシーンで
活躍できるカーディガンに進化させたものです。
　シンプルな形だからこそ「着心地感」「便利さ」が追求で
き、冷え対策という機能的な点からも「ついつい手に取っ
てしまう、普段の上質」を提案します。（特許5949865号）

窓 口 活 用 の き っ か け

　初めて知財総合支援窓口を利用されたのは、実用新案権（スリング）の登録料の納付手続に関するご相
談でした。そして今回は、新しい授乳用ケープを考えたのでぜひ権利化したいが、特許あるいは意匠
どちらの権利として取得するのが適当であるか、などの相談に来られました。

最 初 の 相 談 概 要

　相談者の考えた授乳用ケープは多機能であり、活用範囲がとても広く特許として権利化する方向で
検討することになりました。特許出願書類は相談者ご自身の考えを基に専門家の助言を受けて作成さ
れました。特許出願後は商品の多機能性をアピールする名前をイメージし、商品名（守七変化）の検討・
商標出願もされました。

そ の 後 の 相 談 概 要

　特許出願後は、小規模企業の軽減申請をされ、審査請求・早期審査に関する支援を行いました。ま
た商品の活用範囲を考えＰＣＴ出願の支援も行いました。審査の結果に対しては、配置専門家（弁理士）
のアドバイスを受け、手続補正書・意見書などに対応しましたが、拒絶査定となりました。しかし
“絶対権利取得したい”という想いがあり、審判請求の手続支援を行いました。結果、登録査定を受
けることができました。

窓口を活用して変わったところ

　特許出願も商標出願も様々なバージョンを考え、将来、有効活用できるように権利化をすることが
できたと思います。前回のスリングの実用新案権や登録商標の活用について十分に検討されたことが、
今回の特許出願・ＰＣＴ出願の取組みへ繋がったのだと思います。

これから窓口を活用する企業へのメッセージ

　特許申請から登録査定まで、約２年かかりました。当窓口の手厚い支援をいただけなかったら、こ
こまでたどり着けなかったと痛感するとともに、心から感謝しております。
　事業の発展のために知的財産権にチャレンジするだけではなく、自社の事業を守って継続していく
ためにも知的財産権は必要だと思います。専門家のアドバイスは必須です。まずは相談の第一歩から
をお勧めします。

　特許出願から長期間のご支援となりましたが、特許査定となったときは自分自身
のことのようにうれしく思いました。最後まであきらめない姿勢には頭が下がります。
　今後もＰＣＴ出願の国内移行や商品の製造・販売方法等、少しでもお役に立つ
ご支援ができればと思います。
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お問い合わせ ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092-622-7575

企業概要
企 業 名
代 表 者
所 在 地

Ｔ Ｅ Ｌ
Ｕ Ｒ Ｌ
従業員数
事業内容

Zero-Ten (Thailand) Co., Ltd.
榎本 二郎
23F. GMM Grammy Place, 50 Sukhumvit 
21 (Asok) Rd., Khlong Toei,
Watthana, Bangkok 10110 Thailand

+66-2116-7924
http://thecompany.jp/bangkok/
６名
シェアオフィスの運営

海外駐在員レポート No.202

お問い合わせ 情報取引推進課　TEL：092-622-6680

Zero-Ten (Thailand) Co.,Ltd.

1　会社概要
　「ワークシェア」と「マルチロケーション」を
キーワードに、新しいチーム作りと大きな仕事
づくりを目指すワークスペース＆コミュニティ
「The Company」。運営元のZero-Ten 
Park（福岡市博多区）は、2018年9月にタイ
の首都バンコクに新しい拠点「Th e  
Company Bangkok」をオープンした。福岡（3拠点）、フィリピ
ン（2拠点）、米国（1拠点）、シンガポール（1拠点）に次いで8
拠点目となるタイでは、音楽・芸能大手GMMグラミー社が入
居するバンコク中心部アソークのビルに入居。コワーキングス
ペース（共同利用の仕事場）や人数別のプライベートオフィス
に加え、ソファラウンジ、会議室、フォトスタジオなどを備えてい
る。

2　海外進出の経緯
　経済成長が続く東
南アジアで、ナンバー
ワンとなるコワーキング
の提供を目指し、アジ
ア周辺国のハブとなる
タイが候補に挙がっ
た。また、元来パブリッ
クアート制作をルーツ
にもつ当社は、プロジェクションマッピング等の映像演出を
得意とするクリエイティブ集団でもあり、バンコクには映像制
作等のクリエイティブ人材が豊富であるということから、その
親和性の高さが進出の決め手となった。

3　今後の展望
　The Company Bangkokのメンバーに加入すると会員

限定のSNSを通じ
て全世界350社800
名のメンバーとつな
がることができ、気
軽に仕事の相談や
協業ができる他、各
拠点のコワーキング
スペースが無料で
利用できるというメ

リットも受けられる。「単なる空間のシェアではなく、コミュニティ
の構築を念頭にオリジナルSNSで繋がり、仕事をシェアしな
がら、仲間を増やす。こうしてビジネスの成長をサポートしてい
くのがコワーキングスペースの空間である」と勝呂ディレクター
は語る。
　また、同シェアオフィスでは、タイローカル企業がメンバーの
半数以上を占めており、様 な々業種や分野におけるローカル
のネットワークが豊富。勝呂ディレクターから海外進出を検討
している企業に向けて、「海外進出時の壁として、言語、規
制や商習慣、パートナーの3つが挙げられるが、The 
Company Bangkokのネットワークを活用することで、解決に
向けたサポートが可能であ
る。少しでも海外進出してみ
たいという気持ちがあれば、
ぜひ気軽にThe Comapny 
Bangkokにお越しいただき
たい」と話があった。
　タイ企業と日本をはじめと
した外国企業とのコラボレー
ションの発掘を目指し、国境
を越えた企業間の交流を橋
渡しする同社に今後も注目
したい。

勝呂ディレクター

コワーキングスペース

フォトスタジオ

会議室

バンコク事務所 副所長
浜 裕也

久留米地域農商工連携・６次産業化

～生産・加工・流通　久留米地域から新たな販路、新しい商品開発へのステップアップ交流会～
　久留米広域圏の農業者が持っている素晴らしい商品と、製造業、商業、小売業者の持っている強みを活かし、
さらなる特産品、商品づくりに向けたビジネス交流会を開催します。
　自慢の農産物をアピールしたい生産者、自社の強みを活かした生産者と連携を図りたい事業者のお申し込み
をお待ちしています。

「６次産業化・農商工連携商談会」
開催報告

　平成31年２月19日（火）、福岡県中小企業振興センタービル
において、「６次産業化・農商工連携商談会」を開催しました。
　これは、ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターが、
販路開拓支援活動の一環として実施しているものです。
　県内で６次産業化や農商工連携に取り組んでいる16の事業者
が展示ブースに出展し、百貨店・スーパー・通販事業者など様々
な分野の26社からバイヤーをお呼びして商談を行いました。出
展者は、今回の出展にあたり、サポートセンターから、商品開発・
改良についての支援や商談の進め方のアドバイスなどを受けて
臨みました。
　約80件の商談が行われた結果、成立した商談は13件を数え、
他にも今後の成立に向けた継続案件も多いなど、充実した成果
を得ることができました。
　出展者からも、「即日商談が成立しました」「店舗での催事販
売を提案されました」など、今後の取引に繋がる有意義な商談
ができたという声をいただきました。

● 日　時：2019年3月20日（水）　13：00～17：30
● 会　場：久留米ビジネスプラザ（久留米市宮ノ陣4ー29ー11）
● 内　容：1）基調講演　13：00～14：30

「マッチングによる人・モノ・情報の連携　～販路拡大は連携から～」
講師：（株）地域振興研究所　須川 一幸 氏

2）ビジネスセミナー　14：45～15：35
「売れる商品・サービスの開発ヒント～すべては顧客起点から～」
講師：モノコトコネクション（株）　徳光 次郎 氏

3）ビジネス交流会　15：45～17：15
参加者の自己紹介（ＰＲ）／グループ交流会／フリータイム

〈参加対象者〉
久留米広域生産者（米・果樹・野菜等生産者）、久留米広域小売業者・飲食業者、久留米広域食
品製造・加工業者、福岡都市圏小売業者・飲食業者

ビジネス交流会ビジネス交流会
参加無料

商談の様子

展示ブースの様子

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092-622-7575お申し込み先
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お問い合わせ ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092-622-7575
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Zero-Ten (Thailand) Co., Ltd.
榎本 二郎
23F. GMM Grammy Place, 50 Sukhumvit 
21 (Asok) Rd., Khlong Toei,
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Zero-Ten (Thailand) Co.,Ltd.

1　会社概要
　「ワークシェア」と「マルチロケーション」を
キーワードに、新しいチーム作りと大きな仕事
づくりを目指すワークスペース＆コミュニティ
「The Company」。運営元のZero-Ten 
Park（福岡市博多区）は、2018年9月にタイ
の首都バンコクに新しい拠点「Th e  
Company Bangkok」をオープンした。福岡（3拠点）、フィリピ
ン（2拠点）、米国（1拠点）、シンガポール（1拠点）に次いで8
拠点目となるタイでは、音楽・芸能大手GMMグラミー社が入
居するバンコク中心部アソークのビルに入居。コワーキングス
ペース（共同利用の仕事場）や人数別のプライベートオフィス
に加え、ソファラウンジ、会議室、フォトスタジオなどを備えてい
る。

2　海外進出の経緯
　経済成長が続く東
南アジアで、ナンバー
ワンとなるコワーキング
の提供を目指し、アジ
ア周辺国のハブとなる
タイが候補に挙がっ
た。また、元来パブリッ
クアート制作をルーツ
にもつ当社は、プロジェクションマッピング等の映像演出を
得意とするクリエイティブ集団でもあり、バンコクには映像制
作等のクリエイティブ人材が豊富であるということから、その
親和性の高さが進出の決め手となった。

3　今後の展望
　The Company Bangkokのメンバーに加入すると会員

限定のSNSを通じ
て全世界350社800
名のメンバーとつな
がることができ、気
軽に仕事の相談や
協業ができる他、各
拠点のコワーキング
スペースが無料で
利用できるというメ

リットも受けられる。「単なる空間のシェアではなく、コミュニティ
の構築を念頭にオリジナルSNSで繋がり、仕事をシェアしな
がら、仲間を増やす。こうしてビジネスの成長をサポートしてい
くのがコワーキングスペースの空間である」と勝呂ディレクター
は語る。
　また、同シェアオフィスでは、タイローカル企業がメンバーの
半数以上を占めており、様 な々業種や分野におけるローカル
のネットワークが豊富。勝呂ディレクターから海外進出を検討
している企業に向けて、「海外進出時の壁として、言語、規
制や商習慣、パートナーの3つが挙げられるが、The 
Company Bangkokのネットワークを活用することで、解決に
向けたサポートが可能であ
る。少しでも海外進出してみ
たいという気持ちがあれば、
ぜひ気軽にThe Comapny 
Bangkokにお越しいただき
たい」と話があった。
　タイ企業と日本をはじめと
した外国企業とのコラボレー
ションの発掘を目指し、国境
を越えた企業間の交流を橋
渡しする同社に今後も注目
したい。

勝呂ディレクター

コワーキングスペース

フォトスタジオ

会議室

バンコク事務所 副所長
浜 裕也

久留米地域農商工連携・６次産業化

～生産・加工・流通　久留米地域から新たな販路、新しい商品開発へのステップアップ交流会～
　久留米広域圏の農業者が持っている素晴らしい商品と、製造業、商業、小売業者の持っている強みを活かし、
さらなる特産品、商品づくりに向けたビジネス交流会を開催します。
　自慢の農産物をアピールしたい生産者、自社の強みを活かした生産者と連携を図りたい事業者のお申し込み
をお待ちしています。

「６次産業化・農商工連携商談会」
開催報告

　平成31年２月19日（火）、福岡県中小企業振興センタービル
において、「６次産業化・農商工連携商談会」を開催しました。
　これは、ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンターが、
販路開拓支援活動の一環として実施しているものです。
　県内で６次産業化や農商工連携に取り組んでいる16の事業者
が展示ブースに出展し、百貨店・スーパー・通販事業者など様々
な分野の26社からバイヤーをお呼びして商談を行いました。出
展者は、今回の出展にあたり、サポートセンターから、商品開発・
改良についての支援や商談の進め方のアドバイスなどを受けて
臨みました。
　約80件の商談が行われた結果、成立した商談は13件を数え、
他にも今後の成立に向けた継続案件も多いなど、充実した成果
を得ることができました。
　出展者からも、「即日商談が成立しました」「店舗での催事販
売を提案されました」など、今後の取引に繋がる有意義な商談
ができたという声をいただきました。

● 日　時：2019年3月20日（水）　13：00～17：30
● 会　場：久留米ビジネスプラザ（久留米市宮ノ陣4ー29ー11）
● 内　容：1）基調講演　13：00～14：30

「マッチングによる人・モノ・情報の連携　～販路拡大は連携から～」
講師：（株）地域振興研究所　須川 一幸 氏

2）ビジネスセミナー　14：45～15：35
「売れる商品・サービスの開発ヒント～すべては顧客起点から～」
講師：モノコトコネクション（株）　徳光 次郎 氏

3）ビジネス交流会　15：45～17：15
参加者の自己紹介（ＰＲ）／グループ交流会／フリータイム

〈参加対象者〉
久留米広域生産者（米・果樹・野菜等生産者）、久留米広域小売業者・飲食業者、久留米広域食
品製造・加工業者、福岡都市圏小売業者・飲食業者

ビジネス交流会ビジネス交流会
参加無料

商談の様子

展示ブースの様子

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター

ふくおか６次産業化・農商工連携サポートセンター　TEL：092-622-7575お申し込み先
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経営を見る女性の目

福岡県からのお知らせ

中小企業診断士

吉武 知美

税理士

藤田 ひろみ

　今年1月、千葉県野田市の自
宅で10歳の女児が死亡し両親
が逮捕されました。死亡した女
児は日常的に虐待を受けていた
といいます。虐待による児童の
死亡事件は年間50件を超え、
今や1週間に1人の子どもの命
が失われています。
　児童虐待の内容は①暴言を浴
びせたり、子どもの前で妻や夫

に暴力を振るう「心理的虐待」 ②直接暴行する「身
体的虐待」 ③きちんとした食事を与えない、お風呂
に入れないなどの「怠慢・拒否（ネグレスト）」 ④「性
的虐待」、が主なものです。
　過去にも1988年、マンションに5人の子どもを置
き去りにした巣鴨子ども置き去り事件（その後「誰
も知らない」で映画化）、2004年、中学生の長男が
自宅で餓死寸前で見つかった岸和田中学生虐待事
件、2010年、大阪のマンションに3歳と1歳の子ど
もを置き去りにして死亡させた大阪２児餓死事件な
ど多くの痛ましい事件がありました。

　閉ざされた家庭内では、夫から母子へのDVが
あったとしても女性は経済的に自立する自信がない
ためにそこから離れることができない（このDVに
は身体的暴力だけでなく、女性の就労や生活費を制
限するなどの経済的暴力も含まれます）、問題ない
家庭環境があったとしても夫の死亡や離婚によりシ
ングルマザーになった場合、その子どもの二人に一
人が貧困という実態があります。
　そういった場面を見るたびに「女性の経済的自立
により守れる子どもの命があるのでは」との思いか
ら私はボランティアで女性の就労支援をしておりま
す。日本では近年、女性に対して男女雇用機会均等
法、男女共同参画社会基本法、女性活躍推進法など
様々な支援策が講じられていますが、GGGI（ジェ
ンダーギャップ指数）においては今年度117位と大
きく遅れをとっています。制度だけではなく「男は
仕事、女は家庭」という固定観念を変え、健康な成
人が共に働き、老人、子ども、病気、ハンディ
キャップがある人を皆で支え、家事・育児は夫婦で
一緒に、という新しい時代感覚を若い人々は求めて
いるのではないでしょうか。

　前回までのⅠ、Ⅱでは業績低
下を辿る企業の気をつけたい２
つのパターンをご紹介しました
が、最後の（３）その数字の重
要性に気づき意識しさえしてい
れば大きく改善できていたはず
のチャンスを逃してしまう（長
期的損失を積み重ねてしまう）
とはどういうことなのでしょう
か。

　具体的な例をご紹介しましょう。とある経営者は
商談の際、単価の大きな商品について売価の10パー
セントまでの値引きを認めていました。従業員から
すればセールスの際のもう一押しの切り札となるわ
けですが、いつしか現場では値引きをしてのクロー
ジング（購買決定の最終問いかけ）が当たり前にな
り、収益は下降していきました。そこで、少しの意

識改革を行いました。最初から当たり前に10％の値
引きを前提とした営業をするのではなく、なるべく
低い値引き率でクロージングをかけられるよう努め
る。その分、営業スキルの底上げも図りました。値
引き率を10％から９％にすると100万円の商品であ
れば１万円、1,000万円の商品であれば10万円の変
化となります。これを１年間続けるとたかが１％の
率の変化であっても大きな差となって経営上の数値
に影響してくるのです。
　「他人と過去は変えられないが、未来と自分は変
えられる」。こんな言葉がありましたが、変えられ
ない過去を無意識に続けて引き延ばすことなく１秒
でも早く変えられる未来にするためのカギは「数字」
にあります。細かく分析・掘り下げをし、微修正を
日ごと時間ごとに行いながら日々を積み重ねていき
ましょう。

数字を意識する Ⅲ

子どもの命と女性の経済的自立 福岡県中小企業技術・経営力評価制度

○決算書では把握が難しい、自社の事業の実態について、専門家が現地ヒアリングを行い、１０の項目から分析
した評価書を発行するものです。

○評価書により、自社の“強み”と“弱み”を正しく理解することで、問題点課題解決や経営戦略の策定、金融機
関への融資相談、経営方針の作成にご活用いただけます。

○自社の現状を確認したい方、既存事業の見直しや新規事業へのチャレンジについてお悩みの方におすすめです。

まずは電話でお問い合わせください。担当者からご説明いたします。
TEL：０９２－７１０－５９９１（担当：林田・松本）

評価依頼書など申込書類にご記入のうえ、協議会までご送付ください。
申込書類は協議会ウェブサイト（http://f-vbs.org/hyoukaseido/）よりダウンロー
ドいただけます。また、評価制度を利用された企業様の活用事例も掲載しています。

お申込み受付後、事務局から請求書をお送りします。
指定口座に評価手数料（７２,０００円／税込）をお振込みください。

入金確認後、専門家が企業様を訪問して現地でお話を伺います。訪問ヒアリ
ングは１回につき３時間程度、計２回行います。評価項目等の詳細について
は、担当者にお尋ねください。

専門家が作成した評価書原案について、中小企業支援機関を構成員とする審
査委員会において内容を公正に精査し、評価書を発行いたします。
※評価審査会への立会等は不要です。

専門家が企業様を訪問し、評価書の内容についてご説明します。評価書により
明らかになった企業様の課題や問題点について、専門家から助言や改善提案を
行います。
お申込みから評価書発行まで、３ヵ月程度のお時間をいただきます。

評価書発行後、福岡県信用保証協会の信用保証を利用して資金
調達を行う予定がある場合は、福岡県信用保証協会による評価
手数料の補助を受けられます。【実質無料】
条件等詳細についてはお問い合わせください。

評価制度とは

○福岡県内に本社登記を行っている中小企業者で、経営革新計画の承認を受けている方。
○金融機関を経由してお申込みいただく場合は、経営革新計画の承認を受けている方だけではなく、承認を
受ける予定の方や申請を行う予定の方、または経営革新計画と同等の事業計画を作成している方や、作成
予定の方もご利用いただけます。

※経営革新計画と同等の事業計画とは、「中小企業等経営強化法」における経営力向上計画など、法令に基づき中小
企業者が策定する計画、又は「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金」や「小規模事業者持続化補助金」
の申請に係る事業計画など、国の実施する中小企業者向け補助金における計画等をいいます。

※評価書発行に係る費用２１６,０００円のうち、３分の２（１４４,０００円）は福岡県ベンチャービジネス支援協議会にお
いて負担いたします。

利用対象・費用

お申込みから評価書発行までの流れ

電話相談

お申込み

評価手数料お支払い

現地ヒアリング

評価審査会

評価書発行

評価手数料
７２，０００円（税込）

お問い合わせ 情報取引推進課　TEL：092-622-6680

お問い合わせ 福岡県ベンチャービジネス支援協議会　福岡市博多区博多駅前２-９-２８福岡商工会議所ビル８階
TEL：０９２-７１０-５９９１（評価制度担当　林田・松本）
URL：http://f-vbs.org/hyoukaseido（申込書類・活用事例はこちら）
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子どもの命と女性の経済的自立 福岡県中小企業技術・経営力評価制度

○決算書では把握が難しい、自社の事業の実態について、専門家が現地ヒアリングを行い、１０の項目から分析
した評価書を発行するものです。
○評価書により、自社の“強み”と“弱み”を正しく理解することで、問題点課題解決や経営戦略の策定、金融機
関への融資相談、経営方針の作成にご活用いただけます。
○自社の現状を確認したい方、既存事業の見直しや新規事業へのチャレンジについてお悩みの方におすすめです。

まずは電話でお問い合わせください。担当者からご説明いたします。
TEL：０９２－７１０－５９９１（担当：林田・松本）

評価依頼書など申込書類にご記入のうえ、協議会までご送付ください。
申込書類は協議会ウェブサイト（http://f-vbs.org/hyoukaseido/）よりダウンロー
ドいただけます。また、評価制度を利用された企業様の活用事例も掲載しています。

お申込み受付後、事務局から請求書をお送りします。
指定口座に評価手数料（７２,０００円／税込）をお振込みください。

入金確認後、専門家が企業様を訪問して現地でお話を伺います。訪問ヒアリ
ングは１回につき３時間程度、計２回行います。評価項目等の詳細について
は、担当者にお尋ねください。

専門家が作成した評価書原案について、中小企業支援機関を構成員とする審
査委員会において内容を公正に精査し、評価書を発行いたします。
※評価審査会への立会等は不要です。

専門家が企業様を訪問し、評価書の内容についてご説明します。評価書により
明らかになった企業様の課題や問題点について、専門家から助言や改善提案を
行います。
お申込みから評価書発行まで、３ヵ月程度のお時間をいただきます。

評価書発行後、福岡県信用保証協会の信用保証を利用して資金
調達を行う予定がある場合は、福岡県信用保証協会による評価
手数料の補助を受けられます。【実質無料】
条件等詳細についてはお問い合わせください。

評価制度とは

○福岡県内に本社登記を行っている中小企業者で、経営革新計画の承認を受けている方。
○金融機関を経由してお申込みいただく場合は、経営革新計画の承認を受けている方だけではなく、承認を
受ける予定の方や申請を行う予定の方、または経営革新計画と同等の事業計画を作成している方や、作成
予定の方もご利用いただけます。

※経営革新計画と同等の事業計画とは、「中小企業等経営強化法」における経営力向上計画など、法令に基づき中小
企業者が策定する計画、又は「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金」や「小規模事業者持続化補助金」
の申請に係る事業計画など、国の実施する中小企業者向け補助金における計画等をいいます。

※評価書発行に係る費用２１６,０００円のうち、３分の２（１４４,０００円）は福岡県ベンチャービジネス支援協議会にお
いて負担いたします。

利用対象・費用

お申込みから評価書発行までの流れ

電話相談

お申込み

評価手数料お支払い

現地ヒアリング

評価審査会

評価書発行

評価手数料
７２，０００円（税込）

お問い合わせ 情報取引推進課　TEL：092-622-6680

お問い合わせ 福岡県ベンチャービジネス支援協議会　福岡市博多区博多駅前２-９-２８福岡商工会議所ビル８階
TEL：０９２-７１０-５９９１（評価制度担当　林田・松本）
URL：http://f-vbs.org/hyoukaseido（申込書類・活用事例はこちら）
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スクリューシャフト 角型ホッパー 冷却コイル（管径50A）

フィンクーラー ラインミキサー 冷却撹拌パイプ

バスケット 再熱器 真空チャンバー
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